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別 紙  
現状と今後の対応 
 

（１）現状 

・冬期の降雪は、利根川の水利用に欠かせない重要な水資源ですが、平成27年度は記録的な少雪となり、

昭和29年から観測している尾瀬沼観測所の最大積雪深は172㎝で、平均289㎝の60％しかなく、62ヶ年

の観測史上最低でした。 

・春先の雪どけ水を誘発する降雨が少なく、5月の月間雨量は、栗橋地点上流域が56㎜で平均118㎜の48％、

佐貫地点上流域が63㎜で平均の51％しかない状況でした。 

・上流域の少雪と 5 月の少雨の影響から河川の流量が減少したため、ダムからは例年に無く早い時期から

の補給が必要となりました。その結果、13日0時現在の利根川上流8ダムの貯水量は、1億7,236万㎥、

貯水率37％で8ダム体制となった平成4年以降の同日貯水量の平均に対して45％です。これは、同日の貯

水量では、過去25ヶ年で最低です。また、鬼怒川上流4ダムの貯水量は、1億1,536万㎥、貯水率46％で

あり4ダムとも既に夏期制限容量を下回っている状況です。 

 

（２）今後の見通し 

・6月3日気象庁発表の「少雨に関する関東甲信地方気象情報」によると今後2週間程度は、まとまっ

た雨の降る可能性は小さいとなっています。一方、6月9日同庁発表の気象情報（１ヶ月予報）による

と、降水量は「期間のはじめは、少雨の状態が続く見込み」としながら、予報期間で見ると「平年並」

の確率が高くなっています。気温は「高い」か「平年並」の確率が高くなっています。 

・農業用水や都市用水の水利用の需要期を迎えるため、河川からの取水量が増加することが予想されま

す。 

・今後、河川の流量が減少した場合、ダムに貯留した水を農業用水や都市用水等のために補給する量を

増加する必要が生じ、ダムの貯水量の減少が加速することが予想されます。 

 

 

（３）今後の対応 

・現在、利根川では、13日未明からの降雨によって流況が改善されていますが、今後、降雨が降り続く予報

となっていないことから、この状況は一時的なものと考えられます。 

・利根川上流8ダムの毎日の貯水量は、依然として平成4年以降の同日で見た場合に最低の状況が続いてお

り、同様に貯水量が減少している鬼怒川上流4ダムも含め、引き続き水利使用に係わる施設のきめ細やかな

運用を行っていく必要があります。 

このため、現在の利根川の流量が、13日の降雨前と同程度まで低減すると見込まれる、6月16日（木）9

時より10％の取水制限（施設未完成の暫定水利は20％の取水制限）を実施することとしました。 

・また、10％取水制限開始後も、晴天日又は高気温の状態が続く場合には、ダムの貯水量が更に減少するこ

とが見込まれることから、利根川上流8ダムの合計貯水量が1億5,000万㎥を下回った翌日の午前9時から、

20％の取水制限（施設未完成の暫定水利は 30％の取水制限）に強化することとしました。なお、20％の取

水制限の実施が決定した場合には、事前に公表することとします。 

・利根川の水に係る様々な利用者に対して、節水への取り組みを促すために幅広い広報活動を実施するこ

ととします。 
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１．利根川上流８ダム等の現状 

 １）利根川 

（１）栗橋地点上流域平均降水量の状況（平成２８年６月１２日までの降水量） 

５月の降水量は、５６mm（平均値に対する割合４８％。過去６番目に少ない値）となっています。 

   ６月の降水量は、１２日までの累加で７mmとなっています。（６月の降水量の平均値は１７８mm） 

（図－１、表－１） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

表－１  利根川栗橋地点上流域平均降水量（平成２８年６月１２日まで） 

                                  

 

単位（mm） １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計 摘  要 

昭和62年   22   33   62   14   89   91  204  186  252   73   39   26  1,091 利根川夏渇水 

平成２年   31   66   71  119   58   74  118  193  326  143  183   31  1,413 〃 

平成６年   27   50   52   23  139  107  104  153  346   87   26   29  1,143 〃 

平成８年   26   35   68   47   98  117  155   78  217   80   55   23    999 利根川冬夏渇水 

平成９年   33   33   59   74  179  173  170  167  206   14   94   20  1,222 利根川冬渇水 

平成13年   79   35   75   23  136  176  116  366  321  173   46   23  1,569 利根川夏渇水 

平成19年 34 21 38 67 126 159 262 116 380 137 27 53 1,420 (少雪年) 

平成24年   43   57  115   98  206  192  190 87  221   85   55   47  1,395 利根川夏渇水 

平成25年   43   38 20   134    46   168   152   153   244   224    24 48    1,294 〃 

平成27年 57 36 63 86 45 221 248 207 300 29 127 33 1,452  

平均値 

(S23-H27) 
  43   48   67   90  118  178  200  205  212  125   60   39  1,385  

平成28年 69 36 57 104 56 7       329  

平均値に対す

る割合(%) 
161 74 85 115 48 4       24 

 

※．  利根川取水制限実施月（一時緩和含む） 
※． 栗橋上流域面積 8,588㎞２ 
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（２）利根川上流８ダムの貯水状況等（平成２８年６月１３日０時現在） 

利根川上流８ダムのうち、５ダム（矢木沢ダム、奈良俣ダム、藤原ダム、相俣ダム、薗原ダム）が、４月２

０日０時に満水となりました。その後、尾瀬沼の積雪観測所では平均に比べ1ヶ月早い消雪となり、更に５

月中旬以降の降水量の少ない状態が続き、河川の流量が減少したため、都市用水や農業用水の需要を確保す

るためにダムに貯留した水を補給し、貯水量が低下してきています。 

６月１３日０時の貯水量は１億７，２３６万m3 であり、貯水率は３７％、平均値に対する割合は４５％と

なっています。 

なお、貯水量は、過去２５年間（奈良俣ダムが運用を開始した平成４年以降）の同日の値と比べて、過去最

低なっています。（表－２、図－２） 
表－２ 利根川上流８ダム貯水量 

                                                          平成２８年６月１３日０時現在 

ダ ム 名 
有 効 容 量 

（万ｍ3） 
貯  水  量 

（万ｍ3） 
貯 水 率 
（％） 

前日補給量 
（万ｍ3/日） 

矢木沢ダム １１，５５０ １，１１３ １０ １７５ 
奈良俣ダム ８，５００ ４，５９８ ５４ １６６ 
藤原ダム ３，１０１ １，４１６ ４６ －３６ 
相俣ダム ２，０００ ５６８ ２８ ７２ 
薗原ダム １，３２２ １８３ １４ －７ 
下久保ダム １２，０００ ５，６５０ ４７ ２２０ 
草木ダム ５，０５０ ２，７８９ ５５ １０６ 

渡良瀬貯水池 ２，６４０ ９１９ ３５ ８９ 

８ダム合計 ４６，１６３ １７，２３６ ３７ ７８５ 
 

８ダム合計の平均値 
（平成４年～平成２７年） 

 
３７，９０１ 

（平均値に対する割合 
４５％） 

１．有効容量は、常時満水容量。 
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。 
３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（値が負の場合は、放流量より流入量が多く、ダ
ムに水を貯留している状況です。値が正の場合は、流入量より放流量が多く、ダムに貯留した水を流して
いる状況です。） 
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５月以降、１日当たり最大１，１３６万ｍ３／日をダムから補給してきており、利根川の流量（栗橋地点流量

＋利根大堰での取水量）の最大約７割をダムから補給してきております。（図－３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）北千葉導水路の活用状況 

   北千葉導水路は５月１３日より、運用を開始し、６月１２日までに最大１４ｍ３／ｓ、総量約１，６５０万m3 

（２７日間）の導水をしています。（図－４） 
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ダムから補給 
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２）鬼怒川 

（１）佐貫地点上流域平均降水量の状況（平成２８年６月１２日までの降水量） 

５月の降水量は、６３mm（平均値に対する割合５１％。過去６番目に少ない値）となっています。 

６月の降水量は、１２日までの累加で９mmとなっています。（６月の降水量の平均値は１８４mm） 

（図－５、表－３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－３ 鬼怒川佐貫地点上流域平均降水量（平成２８年６月１２日まで） 

※．鬼怒川佐貫上流面積  940km2 

単位：(㎜) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計 摘  要 

昭和62年 21 34 127 21 121 134 186 156 321 121 38 21 1,301  

平成２年 35 89 79 164 53 111 109 338 394 195 220 66 1,853  

平成６年 15 118 77 21 126 103 159 218 551 122 25 48 1,583  

平成８年 46 69 79 67 113 103 176 109 211 66 65 36 1,140  

平成９年 46 55 74 52 145 272 234 114 274 17 215 27 1,525  

平成13年 56 13 34 13 116 185 147 484 610 225 62 35 1,980  

平成19年 31 15 21 41 122 176 298 115 471 142 18 27 1,477  

平成24年 40  47  101  111  314  276  227  109  354  113  71  75  1,838   

平成25年 45 35 14 147  46  171 177 172 411 301 29 66 1,614  

平成27年 55 67 82 68 61 204 276 201 624 28 112 47 1,825  

平均値

(S47-H27) 
49 55 72 104 124 184 228 271 289 148 87 47 1,658  

平成28年 66 35 31 109 63 9       313  

平均値に対

する割合(%) 
135 63 43 105 51 5       19  
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（２）鬼怒川上流４ダムの貯水状況等（平成２８年６月１３日０時現在） 

鬼怒川上流４ダムは、４月中旬から補給しており、貯水量が低下しています。 

６月１３日０時の貯水量は１億１，５３９万m3 であり、貯水率４６％、平均値に対する割合は８２％とな

っています。 

（表－４、図－６） 

 

表－４ 鬼怒川上流４ダム貯水量                                                          

                           平成２８年６月１３日０時現現在 

ダ ム 名 
有 効 容 量 

（万ｍ3） 
貯  水  量 

（万ｍ3） 
貯 水 率 
（％） 

前日補給量 
（万ｍ3/日） 

五十里ダム ３，２００ ６３５ ２０ １１ 

川俣ダム ７，３１０ ４,５６３ ６２ ９６ 

川治ダム ７，６００ ２,７０２ ３６ ７６ 

湯西川ダム ７，２００ ３,６３９ ５１ ３１ 

４ダム合計 ２５，３１０ １１，５３９ ４６ ２１４ 
 

４ダム合計の平均値 
（平成25年～平成27年） 

 
１４，０９１ 

（平均値に対する割合 
８２％） 

１．有効容量は、常時満水容量。 
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。 
３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（値が負の場合は、放流量より流入量が多く、 

ダムに水を貯留している状況です。値が正の場合は、流入量より放流量が多く、ダムに貯留した水を 
流している状況です。） 
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 ３）荒川水系 

  （１）秋ヶ瀬地点上流平均降水量の状況（平成２８年６月１２日までの降水量） 

５月の降水量は、４４mm（平均値に対する割合３８％。過去２番目に少ない値）となっています。 

６月の降水量は、１２日までの累加で７mmとなっています。（６月の降水量の平均値は１６５mm） 

（図－７、表－５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

表－５ 荒川秋ヶ瀬地点上流域平均降水量（平成２８年６月１２日まで） 

※． 秋ヶ瀬上流域面積 2,021㎞２ 

単位(㎜) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合 計 摘      要 

昭和62年 16 29   66    8   66   88  146  103  280   91   46   36   975 利根川・荒川夏渇水 

平成２年 22 67   83  138   48   55   77  228  473  134  301   31 1,657 利根川・荒川夏渇水 

平成４年 26 15  118  136  117  250   87  177   63  285   52   29 1,355 荒川夏渇水 

平成５年 82 34   37   44   76  186  275  276  204  112  113   25 1,464 荒川夏渇水 

平成６年 42 44   64   25  111  103  152  142  344  119   21   24 1,191 利根川・荒川夏渇水 

平成７年 24 25  111   44  129  239  177  109  180   73   24    0 1,135 荒川夏渇水 

平成８年 1 22   55   62   80   47  204   32  314   74   57   17   965 利根川・荒川冬夏渇水 

平成９年 21 13   57   70  187  168  148   72  204    7   87   21 1,055 利根川・荒川冬渇水 

平成13年 98 17   98   30  179  120   69  279  444  247   67    9 1,657 利根川夏渇水 

平成24年 36 54   93   86  257  217  102  65  245   93   54   33 1,335 利根川夏渇水 

平成25年 35 18   37  152 36 172 94 77 238 327 17 46 1,249 利根川夏渇水 

平成27年 41 23 48 84 47 192 281 213 322 26 119 28 1,424  

平均値 
(S40-H27) 34 42 68 96 117 165 184 210 234 147 61 32 1,390  

平成28年 75 53 74 72 44 7       325  

平均値に対

する割合(%) 
220 125 109 75 38 4       23 

 

※．    荒川取水制限実施月（一時緩和含む） 
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（㎜） 図－７ 荒川秋ヶ瀬地点上流域平均降水量
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  （２）荒川上流４ダムの貯水状況等（平成２８年６月１３日０時現在） 

荒川上流４ダムは、５月中旬から補給しており、貯水量が低下しています。 

６月１３日０時の貯水量は８，９０５万m3 であり、貯水率６２％、平均値に対する割合は１００％とな

っています。 

（表－６、図－８） 

 
表－６ 荒川上流４ダム貯水量 

                      平成２８年６月１３日０時現在 

ダ ム 名 
有 効 容 量 

（万ｍ3） 
貯  水  量 

（万ｍ3） 
貯 水 率 
（％） 

前日補給量 
（万ｍ3/日） 

二瀬ダム ２，０００ １，４２６ ７１ ２４ 
滝沢ダム ５，８００ ３，４８１ ６０ ２９ 
浦山ダム ５，６００ ３，６０８ ６４ ４ 
荒川貯水池 １，０２０ ３９０ ３８ －１ 

４ダム合計 １４，４２０ ８,９０５ ６２ ５６ 
 

４ダム合計の平均値 
（平成22年～平成27年） 

 
８，９０４ 

（平均値に対する割合 
１００％） 

１．有効容量は、常時満水容量。 
２．貯水率は、常時満水容量に対する貯水量の割合。 
３．前日補給量とは、前日の貯水量と本日の貯水量の差。（値が負の場合は、放流量より流入量が多く、ダ

ムに水を貯留している状況です。値が正の場合は、流入量より放流量が多く、ダムに貯留した水を流
している状況です。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

1/1 2/1 3/1 4/1 5/1 6/1 7/1 8/1 9/1 10/1 11/1 12/1

(万m3) 図ー８ 荒川上流４ダム貯水容量図

平成１３年 平成２４年 平成２５年 平成２７年 平成２８年 平均値（H22～H27）

常時満水容量 １４，４２０万ｍ3

夏期制限容量

平成１３年

平成２４年

平成２８年

平成２５年

平均値（H22～H27）

平成２７年
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 ４）多摩川水系 

  （１）小河内ダム地点上流域平均降水量の状況（平成２８年６月１２日までの降水量） 

５月の降水量は、７４mm（平均値に対する割合６０％）となっています。 

６月の降水量は、１２日までの累加で２２mmとなっています。（６月の降水量の平均値は１８２mm） 

（図－９、表－７） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－７ 多摩川小河内ダム地点上流域平均降水量（平成２８年６月１２日まで） 

単位：(㎜) １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 合計 摘 要 

平成27年 61 24 59 95 56 165 404 138 325 27 142 39 1,535  

平均値 T14-H27 44 57 90 111 123 182 212 246 252 170 77 45 1,609  

平成28年 73 75 76 97 74 22       416  

平均値に対

する割合(%) 
165 132 84 87 60 12       26  

 

（２）小河内ダムの貯水状況 

６月１３日７時現在の貯水量は、１億５，９９９万m3となっています。（図－１０） 
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（㎜） 図ー９ 多摩川小河内ダム地点上流域平均降水量
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（万ｍ3） 図－１０ 小 河 内 ダ ム 貯 水 容 量 図

平成６年 平成８年 平成１３年 平成２４年 平成２５年 平成２７年 平成２８年 平均値（H18～H27）

常時満水容量 １８，５４０万ｍ３

平成６年
平成８年

平成１３年

平均値（H18～H27）

平成２８年

平成２４年

平成２５年

平成２７年
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２．今後の見通し 

（１）見通し 

平成２８年６月９日発表の気象庁の１か月予報によると、６月１１日から７月１０日の関東甲信地方の降水量

については「平年並」となっており、「特に注意を要する事項」として、期間のはじめは、少雨の状態が続

く見込みとなっています。 

また、６月３日発表の少雨に関する関東甲信地方気象情報第1号によると、今後２週間程度も、まとまった雨

の降る可能性は小さく、雨の少ない状態が続く見込みとなっています。 

 
１か月予報（平成２８年６月９日発表）    

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

少雨に関する関東甲信地方気象情報第1号（平成２８年６月３日発表）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３か月予報（平成２８年５月２５日発表） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



関東地方の主要な河川と水資源開発施設 

管理者 荒川水系

直轄 二瀬、荒川調節池

水機構 浦山、滝沢

管理者 相模川水系

直轄 宮ヶ瀬

矢木沢ダム 

藤原ダム 

相俣ダム 
薗原ダム 

草木ダム 

川俣ダム 
川治ダム 

五十里ダム 

下久保ダム 

二瀬ダム 

奈良俣ダム 

宮ヶ瀬ダム 

浦山ダム 

渡良瀬貯水池 

荒川貯水池 

北千葉導水路 

滝沢ダム 

湯西川ダム 

利根川河口堰 

霞ヶ浦開発 

小河内ダム 

城山ダム 相模ダム 

武蔵水路 

三保ダム 



    
現在の状況（平成28年6月13日撮影） 現在の状況（平成28年6月13日撮影） 

現在の状況（平成28年6月13撮影） 

矢木沢ダム 

藤原ダム 

 貯水池の状況 

この時期の平均的な貯水位
EL847.7m付近に対し現在の貯水位
はEL821.2mで約２６ｍ低い  

この時期の平均的な貯水位
EL638.6m付近に対し現在の貯水位
はEL633.3mで約5ｍ低い  

約２６ｍ 

約５ｍ 

奈良俣ダム 

現在の状況（平成28年6月13日撮影） 

相俣ダム 



    
現在の状況（平成28年6月13日撮影） 現在の状況（平成28年6月13日撮影） 

現在の状況（平成28年6月13撮影） 

薗原ダム 

草木ダム 

 貯水池の状況 

下久保ダム 

現在の状況（平成28年6月13日撮影） 

渡良瀬貯水池 
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（万ｍ3） 
利 根 川 上 流 ８ ダ ム 貯 水 容 量 図（平成28年6月13日現在） 

H6年 

H8年 

H25年 

H28年 

平均値(H4～H27) 

夏期制限容量 ３４，３４９万ｍ３  

常時満水容量 ４６，１６３万ｍ３  

    平成６年 

平成８年 

平均値（H4～H27） 

平成２８年 

平成２５年 

例年の約５割 

※８ダム（矢木沢ダム、奈良俣ダム、藤原ダム、相俣ダム、薗原ダム、草木ダム、下久保ダム、渡良瀬貯水池） 
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